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事
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(

建
物
概
要) 

・
主
要
用
途
：
事
務
所
＋
店
舗 

・
構
造
：
鉄
骨
造
、
2
階
建 

・
外
壁
及
び
屋
根
版
・
床
版
：
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ

ネ
ル
（
軽
量
気
泡
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
ネ

ル
）
厚
さ
100

mm 

・
工
事
内
容
：
2
階
を
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
に 

変
更
・
改
修
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

防
音
・
防
振
対
策
工
事
（
2
階
部
分
床

面
積
、
約
140
㎡
） 

  

工
事
完
了
、
営
業
開
始
直
後
か
ら
、
下

階
診
療
所
よ
り
、
騒
音
・
振
動
が
著
し
く

診
療
で
き
な
い
旨
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
、

や
む
な
く
営
業
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
件
工
事
が
ラ

イ
ブ
ハ
ウ
ス
を
営
業
す
る
前
提
で
の
適

正
な
防
音
・
防
振
対
策
工
事
で
あ
っ
た
か

ど
う
か
を
、
現
地
調
査
及
び
工
事
中
の
提

供
写
真
等
か
ら
検
証
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。 

 

不
適
切
な
工
事
や
杜
撰
な
施
工
の
概

要
は
以
下
の
通
り
。 

・
既
存
開
口
部
に
お
け
る
防
音
処
理
が
杜

撰
で
、
特
に
開
口
部
周
囲
に
お
け
る
遮

音
施
工
が
不
完
全
で
あ
る
。 

・
間
仕
切
壁
が
天
井
裏
ま
で
完
全
に
施
工

さ
れ
て
お
ら
ず
、
防
音
処
理
が
不
適
切

で
あ
る
。
（
写
真
①
） 

 
 

 
 

・
間
仕
切
壁
を
新
設
の
増
打
コ
ン
ク
リ
ー

ト
床
に
埋
め
込
ん
で
お
り
、
防
音
・
防

振
性
能
が
損
な
わ
れ
て
い
る
。
（
写
真

②
） 

・
梁
廻
り
の
防
音
・
防
振
対
策
が
全
く
施

さ
れ
て
お
ら
ず
、
各
所
に
隙
間
が
多
数

存
在
し
て
い
る 

・
間
仕
切
壁
の
上
・
下
及
び
柱
型
廻
り
の

施
工
は
、
防
音
・
防
振
を
考
慮
し
た
施

工
方
法
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
隙
間
の
処

理
も
全
体
的
に
杜
撰
な
状
況
と
な
っ

て
い
る
。 

・
ス
テ
ー
ジ
部
分
の
床
は
、
硬
質
発
泡
フ

ォ
ー
ム
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
板
（
ス
タ
イ
ロ

フ
ォ
ー
ム
）
を
敷
き
込
み
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
打
設
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

浮
き
床
構
造
に
は
程
遠
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
（
写
真
③
） 
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・
階
下
の
天
井
内
に
鉄
骨
補
強
を
施
し
て

い
る
が
、
柱
等
の
主
体
構
造
部
と
は
直

接
接
続
さ
れ
て
お
り
、
防
音
・
防
振
効

果
は
期
待
で
き
な
い
。
（
写
真
④
） 

 
 

・
そ
の
他
、
本
件
工
事
に
お
い
て
は
、
防

音
・
防
振
対
策
工
事
と
称
し
て
、
２
階

床
版
（
写
真
②
参
照
）
及
び
屋
根
版
全

体
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
し
て
お

り
、
屋
根
及
び
床
の
固
定
荷
重
が
大
幅

に
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
梁
、

そ
の
他
の
主
要
構
造
部
に
関
す
る
補

強
工
事
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
適
正

な
構
造
検
討
を
行
い
、
安
全
性
能
が
確

保
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
検
証
す

る
必
要
が
あ
り
、
構
造
上
の
問
題
が
新

た
に
発
生
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。 

◇
参
考
ま
で
に
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
の
ス
テ

ー
ジ
廻
り
の
仕
様
を
紹
介
す
る
。（
図
①
） 

 
 

 
 

 

（
総
合
所
見
） 

□
床
は
上
下
階
の
空
間
の
空
気
音
の
透

過
を
防
ぐ
こ
と
の
他
に
、
床
面
の
衝
撃

に
よ
っ
て
発
生
す
る
騒
音
を
防
ぐ
こ

と
が
要
求
さ
れ
る
。
床
衝
撃
音
に
は
床

構
造
を
振
動
さ
せ
て
自
室
内
に
騒
音

を
出
す
「
床
衝
撃
空
気
音
」
、
下
面
か

ら
下
階
の
室
に
騒
音
を
発
生
さ
せ
る

「
床
衝
撃
伝
達
音
」
、
構
造
体
を
伝
播

し
て
他
に
騒
音
を
伝
え
る
「
固
体
伝
播

音
」
が
あ
る
。
本
件
工
事
に
お
い
て
は
、

床
面
に
新
た
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打

設
し
、
重
量
増
加
に
よ
る
空
気
音
遮
断

を
考
慮
し
て
い
る
が
、
間
仕
切
壁
を
既

存
の
床
面
に
固
定
し
、
新
設
コ
ン
ク
リ

ー
ト
床
も
間
仕
切
壁
に
密
着
さ
せ
て

打
設
し
て
い
る
。
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
と
い

う
使
用
用
途
を
考
慮
し
た
場
合
、
「
床

衝
撃
空
気
音
」
及
び
「
床
衝
撃
伝
達
音
」

は
重
量
が
大
き
い
だ
け
で
は
不
充
分

で
、
浮
き
床
等
の
防
音
構
造
や
緩
衝
層

を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
根

太
床
等
の
床
下
地
層
が
壁
と
接
触
し

な
い
よ
う
壁
と
の
間
に
も
緩
衝
材
を

挟
む
等
の
対
策
が
必
要
で
、
施
工
に
際

し
て
は
根
太
や
釘
な
ど
が
ス
ラ
ブ
、
梁
、

配
管
等
に
接
触
し
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
も
必
要
で
あ
る
。 

写真④ 

 

［ステージ廻り断面図］ 
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□
壁
に
つ
い
て
も
浮
き
床
と
類
似
の
浮

か
し
た
仕
上
げ
構
造
を
用
い
る
の
が
、

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
と
し
て
は
好
ま
し
く
、

壁
仕
上
げ
面
や
天
井
を
浮
き
床
と
一

体
に
造
っ
て
、
主
体
構
造
と
は
防
振
ゴ

ム
等
で
絶
縁
す
る
「
浮
き
構
造
」
を
採

用
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
し
て

最
低
限
の
対
策
と
し
て
、
仕
上
げ
壁
の

重
量
を
大
き
く
し
、
主
体
構
造
と
の
絶

縁
を
良
く
す
れ
ば
空
気
音
遮
断
等
に

効
果
が
あ
る
が
、
著
し
く
大
き
い
遮
音

力
の
増
加
を
期
待
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
本

件
工
事
に
お
け
る
施
工
は
、
こ
の
最
低

限
の
仕
様
が
確
保
さ
れ
て
お
ら
ず
、
絶

縁
の
み
な
ら
ず
各
所
に
お
け
る
隙
間

等
の
処
理
も
不
完
全
で
、
防
音
・
防
振

対
策
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
役
目

を
果
た
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

□
天
井
裏
空
間
で
は
、
床
ス
ラ
ブ
と
天
井

面
と
の
間
の
音
の
多
重
反
射
に
よ
る

空
洞
共
振
を
起
こ
し
、
高
音
に
お
い
て

遮
音
力
を
減
少
さ
せ
や
す
い
の
で
、
天

井
裏
空
間
に
は
吸
音
力
を
も
た
せ
る

こ
と
が
一
般
的
に
望
ま
し
い
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
吸
音
力
は
主
と
し
て
高

い
周
波
数
で
の
共
振
を
防
ぐ
た
め
の

も
の
で
あ
る
か
ら
、
繊
維
質
吸
音
材
料

等
が
適
当
と
思
わ
れ
る
が
、
天
井
支
持

材
が
柔
軟
支
持
天
井
で
な
い
場
合
に

は
、
音
が
梁
や
支
持
部
分
を
主
に
伝
わ

る
た
め
吸
音
材
料
の
効
果
が
減
少
し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
本
件
工
事
に

お
い
て
は
、
天
井
内
に
鉄
骨
補
強
を
施

し
、
床
ス
ラ
ブ
及
び
梁
か
ら
の
直
接
の

支
持
を
防
い
で
い
る
が
、
柱
等
の
主
体

構
造
部
と
は
直
接
接
続
さ
れ
て
お
り
、

防
振
吊
金
具
そ
の
他
の
柔
軟
支
持
天

井
と
し
た
方
が
、
吸
音
材
料
の
効
果
を

よ
り
発
揮
出
来
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
天
井
内
全
面
に
鉄
骨
補
強

を
施
す
こ
と
は
、
費
用
面
で
の
負
担
も

大
き
く
、
柔
軟
支
持
天
井
と
し
た
場
合

に
比
べ
て
不
経
済
で
あ
り
、
防
音
・
防

振
効
率
も
劣
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

□
間
仕
切
壁
に
お
け
る
遮
音
性
能
は
、
天

井
裏
空
間
が
隣
室
と
つ
な
が
っ
て
い

る
場
合
に
は
、
こ
の
部
分
を
騒
音
が
伝

達
し
て
役
に
立
た
な
い
た
め
、
少
な
く

と
も
間
仕
切
壁
の
位
置
で
天
井
裏
空

間
が
分
離
さ
れ
、
こ
の
部
分
の
遮
断
力

に
両
側
の
天
井
の
遮
断
力
を
加
え
た

も
の
が
、
間
仕
切
壁
の
遮
断
力
よ
り
大

き
く
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
般
的
に
は

間
仕
切
壁
を
上
部
床
版
ま
で
建
ち
上

げ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本

件
工
事
に
お
い
て
は
、
一
部
の
間
仕
切

壁
が
上
部
床
版
ま
で
達
し
て
お
ら
ず
、

防
音
性
能
が
損
な
わ
れ
て
い
る
。 

□
本
件
内
装
工
事
に
お
い
て
は
多
孔
質

吸
音
材
等
の
設
置
が
少
な
く
、
室
内
吸

音
処
理
が
不
足
し
て
い
る
。
吸
音
は
壁

や
床
に
よ
る
遮
音
に
次
い
で
騒
音
防

止
の
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
。
特

に
室
内
に
騒
音
源
が
あ
る
場
合
、
そ
の

室
内
の
騒
音
を
制
御
す
る
に
は
最
も

効
果
的
な
方
法
と
い
え
る
。
室
内
吸
音

処
理
に
よ
り
以
下
の
効
果
が
発
揮
で

き
る
。 

①
室
内
で
発
生
し
た
騒
音
が
反
射
に
よ

っ
て
過
度
に
成
長
し
、
騒
音
レ
ベ
ル
が

増
大
す
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。 

②
断
続
的
な
騒
音
ま
た
は
衝
撃
的
な
騒

音
が
、
残
響
に
よ
っ
て
長
く
引
き
延
ば

さ
れ
、
耳
に
大
き
く
感
じ
る
の
を
防
止

で
き
る
。 

③
騒
音
が
過
度
の
反
射
に
よ
っ
て
室
内

中
に
、
ま
た
は
音
源
か
ら
遠
く
離
れ
た

地
点
に
ま
で
拡
大
す
る
の
を
防
止
で

き
る
。 

□
最
後
に
、
本
件
工
事
に
お
け
る
請
負
契

約
書
に
は
、
基
準
と
な
る
図
面
や
仕
様

書
が
添
付
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う

な
請
負
契
約
は
、
契
約
の
目
的
自
体
が 
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不
明
確
で
非
常
に
杜
撰
な
契
約
で
あ

り
、
通
常
は
絶
対
に
契
約
し
て
は
な
ら

な
い
条
件
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
も
、
唯
一
存
在
す
る
見
積
書
に
は
詳

細
内
容
の
記
載
が
無
く
、
契
約
の
目
的

物
で
あ
る
本
来
の
性
能
・
品
質
・
条

件
・
工
事
内
容
等
が
不
明
で
あ
る
。
特

に
本
件
建
物
の
使
用
用
途
か
ら
し
て
、

騒
音
・
振
動
防
止
計
画
は
必
須
条
件
で

あ
り
、
計
画
条
件
の
調
査
・
設
定
を
行

い
、
そ
れ
に
基
づ
く
騒
音
レ
ベ
ル
等
を

計
算
し
、
許
容
値
と
比
較
し
て
必
要
な

減
音
量
等
を
求
め
、
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
の
対
策
を
仮
定
し
、
チ
ェ
ッ
ク
計

算
な
ど
種
々
の
検
討
を
加
え
た
上
で

最
終
的
決
定
を
行
い
、
そ
れ
を
図
面
化

し
、
仕
様
を
明
確
に
し
た
上
で
契
約
す

べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
怠
っ
た
こ

と
が
問
題
発
生
の
根
本
的
原
因
と
な

っ
て
い
る
。 

   
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

□
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内 

東
京
グ
ル
ー
プ
建
築
無
料
相
談
会
の
案
内 

▽
日
時 

２
０
１
９
年
10
月
26
日
（
土
） 

13
時
30
分
～
15
時
30
分 

▽
会
場 

品
川
区
立
総
合
区
民
会
館 

（
き
ゅ
り
あ
ん
）
５
階
第
１
講
習
室 

▽
交
通 

JR
／
東
急
線 

大
井
町
駅 

▽
入
場
・
相
談
料 

無
料
（
要
予
約
） 

▽
主
催
・
問
合
せ
先 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会 

 
 
 
 

東
京
グ
ル
ー
プ
（
原
田
ま
で
） 

℡
０
３
・
５
４
９
６
・
９
８
４
１ 

   

□
2019
年
度
研
修
会 

日
程
の
お
知
ら
せ 

次
回
の
研
修
会
は
11
月
30
日
（
土
）

午
後
、
品
川
区
立
総
合
区
民
会
館
（
き
ゅ

り
あ
ん
）
に
て
開
催
予
定
で
す
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

～～
編編
集集
後後
記記
～～  

 

人
類
は
古
来
よ
り
夢
を
叶
え
る
た
め

に
知
恵
を
絞
り
、
発
明
を
重
ね
、
希
望
を

現
実
の
も
の
と
し
て
手
に
入
れ
て
き
ま

し
た
。
人
類
の
夢
が
無
限
大
に
あ
る
の
な

ら
ば
、
そ
の
実
現
も
無
限
大
に
あ
る
は
ず

で
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
未
だ
に
不
老
不

死
の
薬
は
「
不
可
能
な
夢
」
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。 

抗
が
ん
剤
治
療
、
先
進
医
療
技
術
、
Ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
技
術
等
の
発
達
で
、
人
生
百
年

時
代
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現

在
、
人
間
の
再
生
・
不
老
不
死
の
薬
も
「
可

能
な
夢
」
と
考
え
る
の
は
誤
り
で
し
ょ
う

か
。 し

か
し
、
不
老
不
死
の
薬
が
発
明
さ
れ

た
な
ら
ば
、
人
口
の
過
大
増
加
に
よ
り
人

類
は
や
が
て
滅
亡
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ

と
も
、
別
の
惑
星
で
暮
ら
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
（
笑
） 

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
一
層
充
実
し
た
内

容
の
会
報
発
行
を
め
ざ
し
、
努
力
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
愛
読
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
Ｈ
・
Ｋ
） 

 

事事
務務
局局
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ  

 

一緒に活動しませんか！ 

 

●会員の種類     ●年会費 

正  会  員 ----- 24,000円 

消費者正会員 ----- 12,000円 

一 般 会 員  -----  6,000円 

団体一般会員 ----- 48,000円 

   

※ご入会の際は入会申込書が必要です。 

事務局までご連絡ください。 

会員の種類： 
正会員、消費者正会員、一般会員、団体一般会員の４種があります。「義務
と権利」、「会費」が異なります。 
 
▽正会員 
「正会員」は、会の中核を担う存在で、総会の議決権を持ち、会の目的達成
のために必要な活動をし、会の運営に携わるものとします。相談等の業務へ
の対応は消費者正会員を除く「正会員」である必要があります。 
 
▽一般会員 
「一般会員」は「正会員」に比べ賛助会員としての性格を帯びています。も
ちろん積極的な参加もできますが、イベント参加や情報提供だけで良いとい
う方向けのものです。会社など団体で登録される場合は「団体一般会員」と
なりますが、会社の責任者が別途正会員になる必要があります。また、団体
一般会員であることを宣伝したり、名刺等に表記できません。 
   


